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虚弱子めん羊対策 

○川端圭佑１）・花村 瞳2）・加藤純規１） ・河野博英１） ・福本奈津子１） 
 

(１)家畜改良センター十勝牧場 2)農林水産省) 
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虚弱とは？ 

難産 多胎 早産 

低酸素血症 低体重 

初乳不足 起立不可 

低血糖 虚脱 
移行免疫不全症

(FPT) 

母乳が
出ない 

母羊 
神経麻痺 

面倒見ず 

低体温 

哺乳欲なし 

はじめに 

産業動物として予後が悪い 
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新生子めん羊は、 

  出生時のエネルギー蓄積量が体重の3% 

   体重比の皮膚面積は成羊と比較して3倍以上 

   出生時の被毛は短く保温性に劣る 

  季節繁殖での分娩時期は冬～春先 

新生子めん羊は、低体温症、低血糖症等を呈し
虚弱状態となり斃死することが多い。そのため
適切な看護を実施することが非常に重要 

毎年10%程度の新生子めん羊が斃死しており、 
救命看護ができていないケースがあることが
判明 

厳
し
い
条
件
下 
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対策マニュアル 

１．新生子めん羊対応・チェック項目 

２．虚弱子めん羊・チャート 
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症例報告 
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推定体重:2kg 

体温計で測定不能までの低体温(32℃以下) 

親面倒見ず 
 
 

対策マニュアル実施 

 

子めん羊の斃死のうち 

 生後4日目までの斃死率は75%  

 生時体重2kg前後での斃死率は90% 

通常 

１．症例子めん羊 
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・起立歩行や排尿排糞が可能 

・体温39℃台まで上昇 

・自力哺乳も少量であるが可能 

・生後4日目の午後まで生存 

 

・第四胃内における消化吸収の形跡 

この虚弱子めん羊対策の可能性を示唆した 
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推定体重:4.5kg 

早産で助産（帝王切開） 

親面倒見ず 
 
 対策マニュアル実施 

２．症例子めん羊 

・初乳給与量の充足 

・哺乳毎に体温の確認 

・母羊から搾乳（Brix値を測定） 

・異常(吸乳欲(－))時も冷静に対応可能 

 
虚弱子めん羊以外でも本対策の可能性が示唆された 
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以上で発表を終わります。 

ご清聴ありがとうございました。 
 


